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医療崩壊ストップ！
誇りとゆとりある職場を！
東北地方協春闘討論集会

２
月
20
日
（
土
）
に
、
県
医

労
第
１
４
３
回
中
央
委
員
会
を

開
催
し
、
大
幅
増
員
な
ど
の
春

闘
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

中
央
委
員
会
に
は
、
岩
手
医

労
連
、
い
わ
て
労
連
、
日
本
共

産
党
、
社
民
党
か
ら
来
賓
が
出

席
し
挨
拶
し
ま
し
た
。「
勤
務
時

間
短
縮
を
県
が
導
入
す
る
の
に

医
療
局
だ
け
が
赤
字
を
理
由
に

導
入
し
な
い
の
は
お
か
し
い
。
早

期
導
入
に
向
け
て
協
力
し
た
い
」

な
ど
、
私
た
ち
の
運
動
を
激
励

す
る
と
と
も
に
、
い
っ
し
ょ
に
奮

闘
す
る
決
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
出
席
し
た
全
支
部

が
発
言
。
特
に
、
統
一
要
求
書
の

重
点
要
求
に
つ
い
て
、「
年
次
が

取
れ
な
い
」「
超
勤
が
増
え
た
」

「
９
日
夜
勤
が
多
く
出
て
い
る
」

「
医
師
だ
け
で
な
く
看
護
科
の
退

職
者
が
多
い
」「
今
月
19
日
で
、

す
で
に
超
過
勤
務
が
45
時
間
を

超
え
た
。
２
万
円
の
賃
上
げ
よ

り
増
員
だ
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
要
求
の
第
１
項
目
に
「
年

次
が
取
れ
、
超
過
勤
務
を
減
ら

し
、
働
き
続
け
ら
れ
る
大
幅
増

員
を
す
る
こ
と
」
が
追
加
さ
れ
、

次
の
通
り
に
変
更
・
決
定
し
ま

し
た
。

①
年
次
が
取
れ
、
超
勤
を
減
ら

し
、
働
き
続
け
ら
れ
る
大
幅

増
員
を
す
る
こ
と
。

②
大
幅
賃
上
げ
を
す
る
こ
と
。

正
規
１
人
２
万
円
、
臨
時
・

パ
ー
ト
の
時
給
２
百
円
。ま
た
、

岩
手
県
独
自
賃
金
カ
ッ
ト
を

た
だ
ち
に
中
止
す
る
こ
と
。

③
査
定
昇
給
制
度
を
撤
回
す
る

こ
と
。

④
技
能
職
給
料
表
の
６
級
廃
止

は
行
わ
な
い
こ
と
。

⑤「
病
院
業
務
手
当
」
を
日
額

支
給
に
す
る
こ
と
。

⑥
院
内
助
産
院
等
の
助
産
師
に

分
娩
手
当
を
新
設
し
、
全
助

産
師
に
拡
大
す
る
こ
と
。

⑦
準
夜
、
深
夜
勤
務
の
夜
間
看

護
手
当
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

⑧
45
時
間
を
超
え
る
超
過
勤
務

の
割
増
率
を
１
０
０
分
の
１
５

０
に
す
る
こ
と
。

⑨
育
児
短
時
間
制
度
を
、
医
師

と
同
様
に
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
制
度
に
す
る
こ
と
。

⑩
労
働
時
間
の
短
縮
を
早
急
に

行
い
、
休
憩
時
間
を
１
時
間

に
す
る
こ
と
。

⑪
年
度
中
途
で
９
回
夜
勤
が
発

生
し
な
い
人
員
を
４
月
か
ら

配
置
す
る
こ
と
。

労
働
組
合
は
、
み
ん
な
の
要

求
を
実
現
す
る
た
め
に
組
織
さ

れ
た
団
体
で
す
。
そ
の
実
現
の
た

め
に
、
ワ
ッ
ペ
ン
等
を
活
用
し
な

が
ら
早
朝
集
会
を
開
催
し
、
地

域
や
組
合
本
部
の
各
種
集
会
に

も
参
加
し
、
団
結
を
強
め
て
大

幅
増
員
、
大
幅
改
善
を
勝
ち
取

り
ま
し
ょ
う
。

2月6、7日、日本医労連東北地方協春闘討論集
会が開催され、東北各地から約170名が福島県に
集結しました。
全体会では「新政権で日本は変わるか！社会保

障充実への処方箋」と題して専修大学経済学部
教授の唐鎌直義さんが講演し、「貧困問題を個人
に求める限り社会保障が根本から拡充されることは
あり得ない」とし、労働者階級の問題として捉える
ことの重要性をユーモアを交えながら、話しました。
特別報告では、秋田・米内沢病院の存続と地

域医療を守る運動が報告され、岩手からは岩手医
科大学が賃金闘争について報告しました。秋田の
厳しいたたかい（2面）は、日本全国の地域どこで
起きても不思議でない切実な問題であり、全国的
な運動の必要性が求められます。
二日目は、それぞれのテーマで分散会が行われ、

熱心に討論しました。

職
員
と
県
民
が

安
心
で
き
る
県
立
病
院
を
め
ざ
し
て

第
１
４
３
回
中
央
委
員
会
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２
年
近
い
議
論
を
し
、
職
場

討
議
資
料
な
ど
で
支
部
学
習
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
赤
字

だ
か
ら
超
過
勤
務
が
書
け
な

い
、
委
員
会
や
研
修
、
記
録
は

業
務
じ
ゃ
な
い
と
言
わ
れ
る
、

翌
日
に
何
を
し
た
か
聞
か
れ
る

の
が
苦
痛
な
ど
な
ど
。
こ
う
し

た
疑
問
を
解
消
し
、
超
過
勤
務

を
書
か
な
い
の
で
は
な
く
、

き
っ
ち
り
請
求
し
、
超
過
勤
務

時
間
を
減
ら
す
た
め
の
、
上
限

を
設
定
す
る
た
め
の
協
約
で
あ

る
こ
と
の
理
解
が
広
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

中
央
委
員
会
を
経
て
、
い
よ

い
よ
４
月
１
日
か
ら
の
発
効
に

向
け
、
さ
ら
に
交
渉
を
詰
め
て

い
き
ま
す
。
基
本
は
１
年
間
の

協
約
で
す
が
、
病
院
側
か
ら
、

や
っ
た
超
過
勤
務
を
書
か
せ
な

い
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
こ
と
等

が
あ
れ
ば
、
当
然
、
翌
年
の
契

約
更
新
を
行
わ
な
い
こ
と
も
選

択
肢
の
１
つ
と
な
り
ま
す
。

学
習
会
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
組
合
員
は
、
ぜ
ひ
学
習
資
料

に
目
を
通
し
て
下
さ
い
。

秋
田
県
で
も
、
自
治
体
病
院

再
編
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
よ
り
３
病
院

を
統
合
し
、
新
た
な
中
核
病
院

＝
北
秋
田
市
民
病
院
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
既

存
の
公
立
米
内
沢
病
院
は
規
模

縮
小
を
迫
ら
れ
、
働
い
て
い
た

職
員
は
希
望
退
職
、
最
後
は
分

限
免
職
（
整
理
解
雇
）
ま
で
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
秋
田
医
労
連
、
地
域

の
応
援
を
受
け
て
、
地
域
医
療

を
守
り
、
雇
用
を
守
る
運
動
を

し
て
い
ま
す
。

３
月
は
、
人
事
異
動
の
季

節
で
す
。長
く
同
じ
病
院
等

で
仕
事
を
し
て
い
る
組
合
員

は
、「
今
年
こ
そ

異
動
で
は
な
い

か
」
と
心
が
落

ち
着
か
な
い
の

で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
県
議
会
で
の
無

床
化
方
針
が
、
私
た
ち
や
住

民
の
み
な
さ
ん
の
反
対
運
動

で
、
３
月
下
旬
ま
で
決
着
が

着
か
ず
、「
特
別
だ
っ
た
」（
職

員
課
長
）と
、こ
れ
ま
で
行
わ

れ
て
き
た
意
向
確
認
が
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
、
例
年
通
り
の
実

施
を
求
め
て
交
渉
を
継
続
し

て
い
ま
す
。意
向
確
認
は
、そ

の
字
の
と
お

り
、
決
定
で
は

な
く
、
異
動
で

き
る
か
ど
う

か
の
確
認
で

す
。そ
の
場
で
返
事
を
せ
ず
、

「
家
族
と
相
談
し
て
返
事
を

し
ま
す
」が
基
本
で
す
。

１日５時間、月２０時間以内１日５時間、月２０時間以内
残業を減らす３６協定で　　　
患者、家族から喜ばれる職場を

人
事
異
動
・
意
向
確
認
は

〝
そ
の
場
で
返
事
を
し
な
い
〞

人
事
異
動
・
意
向
確
認
は

〝
そ
の
場
で
返
事
を
し
な
い
〞

自
治
体
病
院
の
再
編
で

分
限
解
雇（
整
理
解
雇
）も

自
治
体
病
院
の
再
編
で

分
限
解
雇（
整
理
解
雇
）も

磐井・南光支部合同36協定学習会（2月9日）
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４
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者

が
集
ま
っ
た
「
看
護
・
介
護
全

国
交
流
集
会
」
は
２
月
13
、
14

日
に
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
日
本
医
労
連
の
田

中
中
央
執
行
委
員
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
記
念
講
演
を
「
い
ま
、

時
代
の
転
換
点―

ケ
ア
ー
の
原

点
を
考
え
る―

」
と
題
し
て
、

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
・
看
護

学
部
長
の
川
嶋
み
ど
り
さ
ん
が

行
い
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
川
嶋
さ
ん
は
、

現
在
の
医
療
を
取
り
巻
く
情
勢

を
ふ
ま
え
、
い
ま
こ
そ
看
護
・

介
護
の
哲
学
が
強
く
求

め
ら
れ
る
と
話
し
ま
し

た
。
自
身
の
介
護
体
験

を
紹
介
し
、Ｉ
Ｔ
化
す

る
現
代
に
あ
っ
て
、
あ

え
て〝
手
〞を
使
う
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
訴

え
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
中

野
千
香
子
中
執
が
、
長

時
間
労
働
・
夜
勤
の
規

制
な
ど
６
つ
の
重
点
課

題
を
挙
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
特
別
報
告
で
は
広

島
市
民
病
院
で
、育
児
短
時
間

制
度
導
入
に
あ
た
り
、病
棟
に

１
〜
２
名
定
員
よ
り
多
く
配
置

さ
せ
働
き
や
す
い
職
場
を
実
現

さ
せ
た
な
ど
看
護・介
護
の
現
場

か
ら
２
つ
ず
つ
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
８
つ
の
分
散
会
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
討

論
さ
れ
ま
し
た
。
県
医
労
か
ら

は
、
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

５
月
３
日
か
ら
、
５
年

に
一
度
の
核
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

会
議
で
核
軍
縮

に
つ
な
が
る
個

別
措
置
に
関
し

て
だ
け
で
は
な

く
、
核
兵
器
の

全
面
廃
止
に
向

け
た
実
行
あ
る

確
認
が
さ
れ
る

こ
と
が
極
め
て

重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

会
議
に
あ
わ

せ
て
国
際
的
な

運
動
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
８
年
８

月
に
日
本
で
始
ま
っ
た
核

兵
器
廃
絶
を
求
め
る
国
際

署
名
は
、
い
ま
世
界
中
で

取
り
組
ま
れ
、Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
期
間
中
に
各
国
政

府
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

ま
た
開
幕
前
日
の
５
月

２
日
に
は
、
日
本
の
被
爆

者
や
そ
の
他
の
国
の
核
被

害
者
、
日
本
の
平
和
運
動

家
を
含
む
数
万

人
の
人
々
が
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の

中
心
部
を
平
和

行
進
し
、
国
連

近
く
で
集
会
を

開
き
ま
す
。

こ
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
行

動
に
日
本
原
水

協
代
表
団
の
一

人
と
し
て
県
医

労
か
ら
○
○
○

○
○
○
さ
ん
を

派
遣
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。「
核
兵
器
ノ
ー
」
の
声

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
届
け

る
た
め
に
皆
さ
ん
の
署
名
・

カ
ン
パ
の
ご
協
力 

を
お
願

い
し
ま
す
。 

基調報告する中野千香子中執

全国の仲間の挨拶を聞く
県医労支部の皆さん

核兵器ノーの声を
  ニューヨークへ届けよう

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
へ

看
護・介
護
全
国
交
流
集
会
に
全
国
か
ら
４
０
０
人
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「
集
ま
っ
て
、
と
も
に
学
び
、

交
流
し
よ
う
」
と
、２
月
10
日
、

盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館
を
会
場

に
「
第
54
回
は
た
ら
く
女
性
の

岩
手
県
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ミ
ニ
・
コ

ン
サ
ー
ト
、
情
勢
学
習
の
あ
と

の
交
流
で
は
、
医
療
、
自
治
体
、

保
育
、
公
務
、
業
者
婦
人
、
農

協
な
ど
６
団
体
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
の
実
態
が
報
告
さ

れ
、
人
員
不
足
か
ら
過
密
労
働

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
に
は
約
50
名
（
県
医
労

３
名
）
が
参
加
し
、「
こ
れ
か

ら
も
女
性
部
活
動
の
歩
み
を
と

め
る
こ
と
な
く
、
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」「
な
ん
で
も
話
し
合

え
る
場
に
し
た
い
」
な
ど
の
声

も
あ
り
、職
場
交
流
に
よ
っ
て
、

あ
ら
た
め
て
「
集
ま
る
」、「
話

す
」
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
し

ま
し
た
。

や
超
過
勤
務
が
多
く
、
子

育
て
し
な
が
ら
働
く
厳
し

さ
、
人
間
関
係
の
悪
化
な

ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
公
的
機
関
の
民
間
委

託
が
進
み
、
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
。
業
者

婦
人
か
ら
は
所
得
税
法
第

56
条
を
廃
止
し
、
家
族
の

働
き
分
（
賃
金
）
を
認
め

さ
せ
、
女
性
の
地
位
・
向

上
に
つ
な
げ
た
い
な
ど
の

オープニング　お馴染みの高屋修・厚
子さんの夫婦デュオ「パートタイム」の
ミニ・コンサート。「なごり雪」や「サ
ボテンの花」など季節にあった歌を、伸
びやかなボーカルと息のあったハーモ
ニーで歌い、仕事帰りの心と身体を癒し
てくれました。

　学習会　いわて労連議長の鈴木露通さんが
「変化をチャンスに～情勢から学ぶ～」と題
して講義。「政権交代の実現は、多くのなか
まと共に、社会を変えることができるという
ことの証明になった。春闘が始まって今年で
55年。声なき声を集めて要求にして、行動
を起こしていこう」と話されました。

オープニング

学習会

職場の実態を報告する左から
医労連、自治労連、盛岡民商のみなさん

第54回はたらく女性の岩手県集会開催

歩みを止めずつなげよう歩みを止めずつなげよう

女性部
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２
月
21
日
（
日
）
に
岩
手
医
労
連
青

年
部
第
10
回
ウ
ィ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
交
流
を
図
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
参
加
し
や
す

く
誰
で
も
楽
し
め
る
、
日
帰
り
で
の

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
趣
向
を
変
え
開

催
し
ま
し
た
。

盛
岡
市
「
ス
タ
ー
レ
ー
ン
」
を
会
場

に
、
６
単
組
15
名
（
県
医
労
３
名
）
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。○
○
○
青
年

部
長
（
遠
山
病
院
労
組
）
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
来
賓

と
選
手
を
兼

ね
て
参
加
し

て
頂
い
た
、

い
わ
て
労
連

青
年
部
書
記

長
の
○
○
○

○
さ
ん
に
始

球
式
を
努
め
て
頂
き
ま
し
た
。

第
１
ゲ
ー
ム
目
は
各
単
組
毎
に
行

い
、
参
加
者
す
べ
て
の
ス
コ
ア
を
出

し
、
そ
の
順
位
を
元
に
平
均
的
に
チ

ー
ム
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
、
本
戦
に
突
入
。

本
戦
は
２
ゲ
ー
ム
の
合
計
ス
コ
ア
で

競
わ
れ
、
見
事
１
位
に
輝
い
た
の
は
、

○
○
青
年
部
長
率
い
る
遠
山
病
院
労

組
２
名
と
本
舘
病
院
労
組
１
名
の
混

合
チ
ー
ム
で
し
た
。

初
対
面
同
士
の
チ
ー
ム
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
打
ち
解

け
合
い
、
楽
し
く
交
流
を
図
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
楽
し
く
交

流
出
来
る
企
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

これまで、北部、中部、南部、三陸のブロックに分かれて行われてきた
ブロック交流会は、ここ数年停滞気味でした。しかし今年度は３つのブ
ロックに分けて企画を進めてきました。
最初に開催したのは南部＆三陸ブロックで２月７日（日）、８日（月）に

花巻南温泉峡「ホテル志戸平」を会場に参加者４支部・本部合わせ10名
が参加しました。初日は前青年部長を勤めた○○○中執（大船渡支部）
を講師に３６協定の学習会を行いました。引き続き夕食交流会を行い、
交流を深め、温泉で日頃の疲れを癒しました。

続いて開催したのは北部ブロックで、２月13日（土）に二戸市「茜どき」
を会場に３支部・本部合わせ15名の参加でした。中心となって企画を進
めてくれた、一戸支部の○○青年部長の乾杯で始まり、夜遅くまで語り合
い交流を深めました。
残るは、中部ブロック交流会。その様子は次号でお知らせしますのでお

楽しみに!!

青年部

～医労連の仲間で集合写真～

～見事ストライク!?～

岩手医労連青年部
第10回ウィンターアクト・ボーリング大会
岩手医労連青年部
第10回ウィンターアクト・ボーリング大会
岩手医労連青年部
第10回ウィンターアクト・ボーリング大会

～南部＆三陸ブロック交流会～

～北部ブロック交流会～

今年の青年部、盛り上がってます!!
2009年度ブロック交流会開催2009年度ブロック交流会開催
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千
厩
病
院
で
は
、
１
病
棟

閉
鎖
に
向
か
い
準
備
が
進
ん
で

い
ま
す
。職
員
は
そ
の
準
備
と
、

業
務
を
か
か
え…

プ
ラ
ス
９
回

夜
勤
も
あ
る
と
か…

。

千
厩
支
部

　
　匿
名
希
望

　

　日
勤
で
16
時
30
分
頃
に
な
る

と
、「
○
○
は
、
あ
と
ど
の
く

ら
い
か
か
る
の
？
」「
今
日
は

早
く
帰
っ
て
ね
!!
」。…

ま
た

疲
れ
が
出
て
き
ま
す
。

磐
井
支
部

　
　プ
ー

　

大
雪
が
ま
た
ま
た
や
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
通
勤
前
の
雪
下
ろ

し
、
そ
し
て
帰
る
前
に
も
雪
下

ろ
し
(>_<)
。
仕
事
だ
け
で
も
疲

れ
る
の
に
、
通
勤
だ
け
で
２
倍

疲
れ
る
。

大
東
支
部

　
　雪
だ
る
ま

　

美
人
に
な
る
と
、
き
っ
と
世

の
中
が
変
わ
る
ん
で
し
ょ
う

ね
。
で
も
、
ま
ず
自
分
か
ら
変

わ
る
意
識
を
も
っ
て
生
き
て
み

ま
し
ょ
う
か
？

　遠
野
支
部

　
　
　美
人
に
な
り
た
い
女

支
部
旅
行
で
宮
城
県
亘
理
町

に
「
い
ち
ご
狩
り
」
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
デ
カ
ウ
マ
で
し
た

〜
♪
そ
の
あ
と
の
温
泉
も
気
持

ち
良
か
っ
た
で
す
。

磐
井
支
部

　
　い
ち
ご
姫

新
春
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が
い

は
７
つ
」
に
は
34
名
の
応
募

が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で
し

た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、

次
の
20
名
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

新
年
号
当
選
者
（
敬
称
略
）

う
ま
っ
こ
（
二
戸
支
部
）、

匿
名
希
望
（
沼
宮
内
支
部
）、

モ
ン
キ
ー
ガ
ー
ル
、
ク
ッ
キ

ー
マ
マ
、夢
み
る
マ
マ
（
以
上
、

中
央
支
部
）、
年
女
（
遠
野
支

部
）、
け
し
き
す
い
む
し
、
レ

イ
ン
ボ
ー
（
以
上
、
中
部
支

部
）、匿
名
希
望
（
胆
沢
支
部
）、

チ
ャ
ピ
ー
マ
マ
（
磐
井
支
部
）、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
○
○
○
○

○
、
○
○
○
○
○
○
、
太
っ

た
で
し
ょ
う
か
マ
マ
（
以
上
、

南
光
支
部
）、
匿
名
希
望
（
千

厩
支
部
）、
ヘ
キ
サ
ゴ
ン
（
高

田
支
部
）、
ベ
ガ
、
は
な
ち
ゃ

ん
、
ゆ
う
か
太
郎
（
以
上
、

大
船
渡
支
部
）、
○
○
○
○
○

（
山
田
支
部
）

「
少
な
く
と
も
、

５
％
は
引
き
上
げ

な
け
れ
ば
い
け
な

か
っ
た
」。
岩
手
県

医
師
会
の
石
川
会

長
は
、
今
回
の
診

療
報
酬
改
定
に
つ

い
て
、
持
論
を
展

開
。
医
労
連
役
員
と
石
川
会
長

の
懇
談
は
、
小
１
時
間
に
及
び

ま
し
た
。
医
師
不
足
の
問
題
、
県

立
病
院
の
「
改
革
」
手
法
な
ど
に

つ
い
て
の
考
え
も
話
さ
れ
ま
し

た
▼
岩
手
医
労
連
は
、
県
医
師

会
の
他
、民
主
党
、自
民
党
に
も
、

医
療
・
社
会
保
障
の
充
実
の
た

め
、
力
を
尽
く
す
よ
う
要
請
・

陳
情
を
行
い
ま
し
た
。
ど
こ
へ

行
っ
て
も
、
現
状
の
医
療
・
社

会
保
障
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と

を
認
め
ま
す
が
、「
医
療
費
が
か

さ
む
分
、
一
体
、
誰
が
負
担
す
る

の
か
？
保
険
料
か
、
患
者
負
担

か
、
そ
れ
と
も
税
金
か
？
」
と
、

聞
き
返
さ
れ
ま
し
た
。
暗
に
、
消

費
税
引
き
上
げ
も
や
む
な
し
、

の
答
え
を
期
待
し
て
い
る
よ
う

▼
そ
も
そ
も
、
小
泉
流
「
医
療
構

造
改
革
」は
、締
め
上
げ
て
、「
痛

み
」
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た

国
民
の
方
か
ら
消
費
税
引
き
上

げ
も
、
の
声
を
上
げ
さ
せ
る
作

戦
だ
っ
た
は
ず
。「
財
源
は
、
減

税
し
続
け
て
き
た
大
企
業
の
法

人
税
や
輸
出
戻
し
税
（
消
費
税

の
還
付
）、
金
持
ち
優
遇
税
制
な

ど
見
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
う
」
と
答
え
た
ら
、「
は
い
、

分
か
り
ま
し
た
」
で
、
懇
談
終
了

▼
経
常
利
益
が
赤
字
で
も
「
内

部
留
保
」
を
た
め
込
む
大
企
業
。

大
企
業
５
千
社
が
、
こ
の
10
年

間
で
約
１
０
０
兆
円
増
や
し
、

一
方
、
労
働
者
の
賃
金
は
下
げ

ら
れ
っ
ぱ
な
し
。
旧
政
権
の
総

理
、
財
務
、
官
房
長
官
で
さ
え
、

「
内
部
留
保
に
つ
い
て
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い

た
の
で
す
。
今
春
闘
は
、
こ
の
大

企
業
の
「
や
り
た
い
放
題
」
に
メ

ス
を
入
れ
、
日
本
の
歪
ん
だ
「
社

会
経
済
」、
の
仕
組
み
、
医
療
・

社
会
保
障
の
仕
組
み
を
変
え
さ

せ
る
春
闘
で
す
。

新
春
パ
ズ
ル

新
春
パ
ズ
ル



上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。送
り
先

は
〒
０
２
０
│
０
０
２
３
　
盛

岡
市
内
丸
11
│
１
、県
医
労「
懸

賞
パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
３

月
末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽

選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
も
お
忘
れ
な
く
！

退職される皆様へのご案内

日　時　4月18日（日）
　　　　　  19日（月）
場　所　秋田県仙北市
　　　　「たざわこ芸術村」
宿　泊　温泉ゆぽぽ
内　容　◇わらび座観劇
　　　　　原作　手塚治虫
　　　　　ミュージカル「アトム」
　　　　◇角館散策、陶芸など
　　　　◇田沢湖ビールで昼食

退職者を励ますつどい職
場
川
柳

◇
４
０
０
０
人
　
毎
日
75
才
に
　
な
っ
て
い
る

 

（
花
咲
か
じ
い
さ
ん
）

◇
ま
ず
自
民
　
こ
の
「
常
識
」
が
　
非
「
常
識
」

 

（
業
界
団
体
）

◇
書
く
な
と
は
　
言
わ
な
い
け
れ
ど
　
書
く
な
よ
な

 

（
腹
話
術
師
）

◇
郵
政
と
　
普
天
間
ゆ
ず
っ
て
　
不
起
訴
か
な

 

（
腰
砕
け
）

◇
政
権
が
　
変
わ
っ
て
私
も
　
応
援
団

 

（
見
守
り
隊
）

3月の予定
 6日（土） 県民集会（県公会堂）

 8日（月） 国際女性デー岩手県集会（県民会館）

 9日（火） 看護部会（県民会館）

12日（金） 重税反対県集会（教育会館）

17日（水） 地公共闘決起集会・座り込み（教育会館）

19日（金） 拡大支部長会議（エスポワールいわて）

20日（土） イラク戦争開戦６周年抗議集会（県公会堂）

24日（水） 産別回答指定日

25日（木） 産別第３次統一行動　早朝集会

31日（水） 時短抗議行動・早朝集会・宣伝行動

 4日（日） 岩手医労連組織拡大・共済担当者会議

 （県民会館）

18日（日）～19日（月）

 退職者を励ますつどい（たざわこ芸術村）

23日（金） 支部長会議（盛岡市）

24日（土） 合同組合説明会（エスポワールいわて）

29日（木）～5月5日（水）

 ＮＰＴ再検討会議原水協（ニューヨーク）

4月の予定
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